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期日： 2024年2月17日（土）6:00～

参加：

春分が過ぎたと言ってもまだ暗い高速入り口に4人が６時集合。

車はそのまま宮古街道に入り、区界のウオーキングセンターに８時半ころ到着。

センター職員のおばさんによれば、今朝はマイナス12度まで冷えたとのこと。

小屋からは直線距離でセンターに向かう、20分で下山。

盛岡で日帰り温泉に入る。青森で良い温泉に入っている我々からすればイマイチ。　

予定していた南昌荘に寄らずに高速に乗る。17時過ぎ青森インターに無事到着。

素晴らしい贅沢な一日でした。皆様お疲れ様でした。

平地にポコンとした岩神山の頂上

準備を整え、おばさんに「気を付けて行ってらっしゃい」と声をかけられ、８時５０

分出発、緩い登りをのんびり歩き、約１時間で兜広場に到着。平坦な道をしば

らく歩き、最後はちょっときつい登りを登りきると、平地にポコンと盛り上がった丘が

岩神山の頂上。記念写真を撮ったあと、少し北にある岩場に移動、ここからは岩

手山がきれいに見え、全員が感激して写真撮影会。十分に楽しんだあと兜明神

岳に向かう。

　兜小屋に到着、中はきれいに掃除が行届いていて実に気持ちが良い。予定を

変更して昼食を先に取ることにする。薪ストーブに火を付け、汁粉の鍋を温め、何

とも贅沢な時間を過ごす。

　小屋にザックをデポし、身軽になって兜明神岳山頂に向かう。５分程で山を特

徴付ける大きな岩の付け根に着く。右側から山頂に登れると聞いていたので岩に

取りつくと、順層の岩なので楽に山頂に登れた。全員が山頂に登り、祠の隣に腰

をかけ記念撮影。

移動途中の雄大な岩手山

薪ｽﾄｰﾌﾞで汁粉を温め贅沢な時間
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    青森FHCニュース　
　２月例会報告　「 兜明神岳・岩神山 」 盛岡・宮古市　1,005ｍ　　担当：福田 英雄

葛西直子CL、福田英雄SL、会津エリ子、大石忠秀 

一路高速を南下、松尾八幡平あたりから見える雄大な岩手山に、全員が歓声

を挙げているうち、盛岡南インターで高速を降りる。

　ここからは早池峰山が良く見える。岩手山、秋田駒、和賀岳、真昼の山々。の

ちに小屋で会った盛岡の女性２人から鳥海山も見えたよ、とも言われる。

レポート by 福田英雄

出発前ウオーキングセンターで

壺足で雪原ををのんびり歩く

兜小屋でお待ちかねの昼食タイム



１．日時 ： 3月16日（土）9時～

２．集合 ： 梵珠山駐車場　9時

３．移動

４．会費 ： 1,000円（自家用200円）

５．締切　 ： 3月9日（土）17時

６．申込　

７．その他 ： 温泉入る方は風呂道具持参

　３月例会案内　「 梵珠山　」　青森市　468ｍ　　　　　　担当：後藤 悦子

早池峰山、岩手山、秋田駒、和賀

岳、真昼の山々、そして鳥海山も

青森県の五所川原市と浪岡町（現青森市）

の境界をなす尾根上に位置する山で、付近は

津軽山地の南端にあたる。馬の背状の凡庸な

山容なのに、津軽一円ばかりか秋田県北部に

まで知れ渡っているのは、信仰の山だからであ

る。かつては登拝する人々が絶えなかったとい

う。梵珠山はもちろんのこと、その衛星峰たる鐘

撞堂山、釈迦堂山、観音堂山などという山名

からして信仰の香りがする。

大きな岩の付け根から兜明神岳山頂に向かう

全員が山頂に登り、祠の隣に腰をかけ記念撮影

岩手山をバックに年賀状用のワンショット

　　花岡温泉360円

： 白戸三和子さん　電話 718-1574 

　　電話の場合17時までにお願いします

： 自家用車乗り合わせ


